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２）フランス第三共和制期の歴史的文脈　フランス第三共和制下、1881 年６月 16 日法（La 
Loi Ferry）によって公立小学校の無償化、1882 年３月 28 日法（La Loi Ferry）によって就学
の義務化と教育課程から宗教教育科目の排除、1886 年 10 月 30 日法（La Loi Goblet）で教職













学派が中心）７）とデュルケーム学派との激しい論争である。心理学者 G. タルド（Jean-Gabriel 
de Tarde, 1843-1904）との論争が最も有名だが、これ以外にもヴォルムス（René Worms, 
（45）
1869-1926）、リシャール（Gaston Richard, 1860-1945）、アンドラー（Charles Andler, 1866-
1933）、ブロ（Gustave Belot, 1859-1929）、ベルネース（Charles-Marcel Bernès,1865-1946）、ドゥ
プロワジュ（Simon Deploige, 1868-1927）、ルバ（James Henry Leuba, 1868-1946）、パロディ






















念…」13）という記述がみられる。約 20 年溯ると 1886 年前後になる。1884 年には科学と宗教と
の両立原理を研究するブートルー（Émile Boutroux, 1845-1903）の指導下で博士論文の準備、
ギョー（Jean-Marie Guyau, 1854-1888）の『将来の非宗教』に対する書評を『哲学雑誌』に発













義に出ているキュヴィリエ（Armand Cuvilier, 1887-1973）、R.E. ラコンブ（不詳）、ブーグレ
（Célestin Bouglé, 1870-1940）、ギュルヴィッチ（Georges Gurvitch, 1894-1965）、パーソンズ











Wagner, 1835-1917）とシュモラー（Gustav von Schmoller, 1838-1917）、シェフレ（Albert 
Eberhart Friedrich Schäffle, 1831-1903）、法哲学分野からイェーリング（Rudolf von Jhering, 
1818-1892）、ポスト（Albert Hermann Post, 1839-1895）、心理学・倫理学の分野ではヴント
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